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 経済日誌２００９年８月  

注）１ＤＨ（ディルハム）＝約１１.5 円 

 

Ｉ．モロッコ国内経済 

１． 指標等 

 

①２００９年上半期の貿易収支 1

輸入額は１９．８％、輸出額は３４．４％の減少。カバー率（輸出額／輸入額）は前年同期の５３．

５％から４３．８％へ減少して、輸入超過傾向は拡大した。（反面、輸出入の総額が減少したため、

貿易赤字額自体は若干減少。） 

 

 

 ２００８年上半期 ２００９年上半期 推移 

輸入額 １６１，１３５ １２９，１７０ -１９．８％ 

輸出額  ８６，１６５  ５６，５３９ -３４．４％ 

貿易収支 -７４，９６９ -７２，６３１ ３．１％ 

カバー率 

（輸出額/輸入額） 

５３．５％ ４３．８％  

       （単位：１００万ＤＨ） 

（ア） 輸入：原油および小麦の輸入額が大幅減少 

 ２００８年上半期 ２００９年上半期 推移 

原油  １６，２５０   ６，８２９ -５８％ 

原油以外全体 １４４，８８４ １２２，３４１ -１５．６％ 

食料品 １６，５４１ １３，９４０ -１５．７％ 

小麦   ６，９３２ ３,９９３ -４２．４％ 

設備・機械類 ３５，３８３ ３３，６４７ -５．２％ 

消費財 ２６，６２０ ２５，９９０ -２．４％ 

 

原油輸入総量の減少（２２９．８万トン、前年同期２８５．７万トン、前年同期比１９．６％減）に加え、

原油価格の低下が要因（２９７２DH/トン、前年同期は５６８６DH/トン）。 

穀物輸入の減少は、小麦輸入量の減少が寄与している。２００９年上半期は１６５万トンを輸入。

前年同期は２０６万トン輸入した。 

                                                
1 モロッコ為替局ホームページ、www.oc.gov.ma 
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（イ）輸出：燐鉱石・燐酸関連輸出と燐鉱石以外の輸出額とも減少 

 ２００８年上半期 ２００９年上半期 推移 

燐鉱石及びその派生品 ２６，０９９ ８，９７０ -６５．６％ 

燐鉱石以外 ６０，０６６ ４７，５６９ -２０．８％ 

（単位：１００万ＤＨ） 

●燐鉱石の平均輸出価格は１トン１，３５２ＤＨ（前年同期１，０８９ＤＨ） 

●燐酸の平均輸出価格は１トン５，３９６ＤＨ（前年同期１２，２６３ＤＨ） 

●肥料の平均輸出価格は１トン２，８３１ＤＨ（前年同期６，８２５ＤＨ） 

 

食料品、電気ケーブルも大幅減少。既製服はやや減少程度。 

 ２００８年上半期 ２００９年上半期 推移 

食料品 １５，９７１ １２，２４３ -２３．３％ 

電気ケーブル ５，３９８ ３，０４２ -４３．６％ 

既製服 １０，１４８ ９，８８６ -２．６％ 

 

②その他指標 

 ２００８年上半期 ２００９年上半期 推移 

観光収入 ２４，４３２ ２０，９１９ -１４．４％ 

在外モロッコ人からの海外送金 ２５．７０７ ２２，４９１ -１２．５％ 

コールセンター業務収入 １，４５０ １，５９４ ＋９．９％ 

海外からの直接投資 １９，４３９ １２，７２６ -１２．５％ 

外貨準備高 １９７，５２２ １８８，２３３ -４．７％ 

 

②モロッコを訪れた外国からの観光客数（２００９年上半期）2

観光客数自体の数は増加したが、宿泊数は減少。観光収入も減少。 

 

・外国からの観光客数：３５０万人（前年同期比：９％増） 

  （ホテル宿泊日数延べ７８０万泊（前年同期比３％減） 

  ・観光収入２０９億ＤＨ（前年同期比：１４％減） 

・国別トップ３ 

第一位：フランス（１３７万人：９％増） 

第二位：スペイン（７１．４万人：１９％増） 

第三位：ベルギー（１８．４万人：１９％増） 

         注）上記数値は、在外モロッコ人を含んだ数値 

                                                
2エコノマップ（８月７日） 
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２． 建設・公共事業・インフラ等 

 

①タンジェ地中海港をルノー工場と接続 3

 モロッコ鉄道公社（ＯＮＣＦ）は、タンジェからタンジェ地中海港を結ぶ鉄道の入札を公示。タ

ンジェのルノー工場と地中海港を接続する形となる。投資額は３２億ＤＨ。 

 

 

②モロッコ空港公社による投資計画 4

 ・２００８年から２０１２年で１１５億ＤＨを投資。 

 

 ・年間空港利用者数を現在の１４００万人から２２００万人以上に増やすことを目指す。 

 

③２０３０年に向けた港湾整備構想 5

・設備・運輸大臣による、２０３０年に向けた港湾整備の構想によると、６つの拠点は、ナドル、

タンジェ、ケニトラ－ララシュ、カサブランカ－モハメディア、ジョルフ・ラスファ－サフィ、ラヨウヌ

（Laayoune）。 

 

・モロッコ政府は、２００８年の７０００万トンの貨物取扱量が、２０３０年には３～３．６倍（２億２

千万～２億６４００万トン）になると予測しており、これに対応するため、港湾の近代化を進める

方針。 

 

３． 農業・漁業 

 

①夏のタコ漁解禁期間 6

 ９月３０日まで続く夏のタコ漁解禁期間の最初の１ヶ月において、Dakhla 市では８００トン（２，

９００万ＤＨ相当）のタコを水揚げ。これは同市におけるこの夏の漁獲制限である３，１２０トンの

２７％に相当する。なお今回の解禁期間における国内全体での漁獲制限は１２，０００トン。 

 

 

４． 産業・エネルギー 

 

①モロッコエネルギー目標 7

再生可能エネルギー開発センター（Centre de développement des energies renouvelables）会長

は２０２０年までにエネルギー需要に占める再生可能エネルギーの割合を２０％まで高めると目標

値を発表。また１２％の効率化目標数値も掲げた。 

 

                                                
3 エコノミスト（８月１２日） 
4 エコノミスト（８月１２日） 
5 ル・マタン(８月２６日) 
6 エコノマップ（８月６日） 
7 エコノマップ（８月３日） 
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②軽油５０ｐｐｍの増産 8

 石油精製会社大手のＳａｍｉｒ社は、７月から販売が開始された軽油５０ｐｐｍの製造を、現在

の８，０００トン／日から、１０月には１２，０００トン／日に増産し、国内市場における需要をまか

なうことを目指す。また、２０１２年にはさらに硫黄分の少ない軽油１０ｐｐｍの販売を開始する予

定。 

 

 

③自動車分野などにおける失業者の増加 9

 ＣＮＳＳ（国民社会保険）への加盟人数から計算すると、１月から６月末まで、経済危機の影

響を受けた繊維、観光、自動車、ホテル、建築・公共事業の各分野において、失業者の増加

が続いている。自動車分野ではＣＮＳＳ加盟人数の約１６％（３５７６人）、繊維分野で７．４５％

（９２１６人）が失業した。一方全体的には、農業分野等が好調のため、５．２２％の増加となって

いる。 

 

 

④リン酸、肥料の輸出量が過去最高 10

７月のモロッコ燐鉱石公社（ＯＣＰ）によるリン酸輸出高は過去最高の２６７，０００トンとなり、２

００６年１１月に記録した２３５，０００トンを大幅に上回った。肥料の輸出は１２８，０００トンとなり、

同じく過去最高を記録。 

 

 

⑤エネルギー分野への投資機関の設立 11

 ・合計１０億ドルの資金を有する投資機関が設立された。 

 

 ・資金供給元は、サウジアラビア：５億ドル、ア首連：３億ドル、ハッサン二世基金：２億ドル。 

 ・投資分野は、エネルギー生産の量・質の向上、再生可能エネルギーなど。 

 

⑥再生可能エネルギーに関する法案 12

・再生可能エネルギー開発と商業化を促進するための法案が、7月 10日に衆議院へ提出。 

 

・再生可能エネルギーによる発電等への投資機会の拡大を狙う。 

 

⑦ケニトラ・フリーゾーン計画 13

 ・ケニトラとシディ・ヤヤとの間に、自動車輸出用フリーゾーン「Kénitra Automotive City」を整

備する計画が閣議決定された。 

 

                                                
8 エコノミスト（８月６日） 
9 エコノミスト（８月１１日） 
10 エコノマップ（８月１３日）、エコノミスト（８月１３日） 
11 エコノミスト（８月１３日） 
12 ル・マタン（8 月 25 日） 
13 エコノマップ（８月３１日） 
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 ・２０１５年までに、面積３４４ｈａに、１０から２０社の自動車関連業者を展開し、１０，０００人から

１５，０００人の雇用を創出する計画。 

 ・同地は、カサブランカ空港から４０分、ラバト空港から１時間半、ＴＧＶプロジェクトで増強予

定のカサブランカ－タンジェ鉄道からも近く、タンジェ地中海港からも高速道路で３時間と、物

流拠点として至便である。 

 

５． その他(金融など) 

 

①アフリカで３番目に優良な投資先としてランク 14

英国ファイナンシャルタイムズの海外直接投資情報部の調査によると、モロッコは、２００９－

２０１０年において、アフリカで３番目に優良な投資先としてランクされた。（１位は南アフリカ、２

位はエジプト。） 

 

 インフラ、海外投資誘致戦略、経済の潜在能力において高評価を得た。 

 

②モロッコ王立航空パイロットのストライキ 15

 モロッコ王立航空のパイロットは、パイロットをモロッコ人に限定すること（la marocanization）

や待遇の改善を求めて、７月以来５回のストライキを重ねてきたが、２４日の会議で経営側は、

再度のストライキを行わないことを条件に、パイロット側の要求を大筋で受け入れる事に合意し

た模様。今後、詳細についてさらに交渉が続けられる予定。なお、ストライキによりモロッコ王立

航空が受ける損害額は、１日辺り１５０万～１７０万ユーロとみられている。 

 

 

③電力公社と水道公社の統合 16

 モロッコ電力公社（ONE）とモロッコ水道公社（ONEP）を統合する法案が、２７日の閣議にか

けられた。新水道電力公社（ONEE；Office National de l’eau et de l’électricité）においても、

現在の二つの組織は、それぞれの業務を引き続き行うが、運営は一元化され、総裁と、首相

主催の諮問委員会が中心となって行われる見込み。 

 

電力公社と水道公社は、発電に多くの水を用いているとともに、水の供給に多くの電力を用

いているなど、互いが互いにとって最重要顧客となっており、両社の統合により多くのシナジー

効果が生まれ、海水の淡水化などの大規模プロジェクトも可能となる。 

 

 

                                                
14 エコノマップ（８月１８日） 
15 エコノミスト（８月２６日） 
16 エコノミスト（８月２７日、２８日） 
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ＩＩ．諸外国等との関係 

１． 外国政府との関係 

 

①米国ＵＳＡＩＤによるモロッコ輸出企業支援 17

 ＵＳＡＩＤは、モロッコ企業のアメリカへの輸出支援プログラムであるＮＢＯ（New Business 

Opportunities）のプロジェクトに対し、２．５億ＤＨの資金を提供。本プログラムは、米－モロッコＦＴ

Ａを活かして、モロッコの服飾品、靴等の革製品などのアメリカ市場への輸出拡大を目指すもので、

第一次プロジェクトは２００６年～２００９年に実施されており、今回はそれに続くもの。 

 

 

②インドネシア農業大臣の訪モロッコ 18

 ・インドネシアの農業大臣がモロッコを訪問し、モロッコのアフヌッシュ農業・漁業大臣と会談した。 

 

 ・農業分野での協力の方策、特に技術移転、ヤシに関する研究協力について話し合われた。 

 ・両国は２００８年に、経済、科学、技術に関する協力協定に署名している。 

 

２． 外国企業との関係 

 

①スペイン系企業からなるコンソーシアムがモロッコ港湾の電子管理システムを受注 19

 スペイン系の企業等（Indra Sistemas S.A, Portel Servicios Telematicos S.A., Port Authority 

of Barcelona）からなるコンソーシアムが、モロッコの港湾の電子管理システムを受注した。総額

４億ユーロ。 

 

 

②フォションのモロッコ進出 20

 フランスの食料品メーカーのフォションが、今年末にカサブランカに店舗を開く予定。同社は

３９カ国に４５０の店舗を構えている。 

 

 

③トヨタ自動車の新ショールーム 21

 ・９月２５日、アガディールにトヨタ自動車の新ショールームがオープン。面積は８００ｍ２で、ト

ヨタ、ダイハツ、スバルの自動車を展示予定。 

 

 ・同社は、アガディールからマラケシュにかけて、３０００万ＤＨを投資してショールームを建

設・整備し、この地域での販売活性化を目指す。 

 

                                                
17 エコノミスト（８月７日） 
18 エコノマップ（８月２５日） 
19 エコノマップ（８月２４日） 
20 エコノマップ（８月２７日） 
21 エコノミスト（８月２５日） 



7 

３． 経済協力 

 

①赤道ギニア共和国による無償援助 22

赤道ギニア大統領がモハメッド６世国王在位１０周年式典に臨席。 

 

ＩＮＤＨプログラムに１００万ユーロを寄付。 

                                                
22 エコノマップ（８月３日） 


